
 

 

 

 

 

 

流 山 市 農 業 委 員 会 

令 和 ２ 年 第 ６  回 

総 会 議 事 録 
 

 

 

令和２年６月１０日招集 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

流 山 市 農 業 委 員 会 



 

 

流山市農業委員会令和２年第６回総会議事録 

 

１ 期 日 令和２年６月１０日（水） 

 

２ 場 所 流山市民総合体育館１階会議室 

 

３ 議 長 名 水代 啓司 
 

４ 署名委員    ７番 吉田 達弘 

８番 岡田 長政 

 

５ 出席委員・推進委員（委員１１名/推進委員３名） 

１番 鈴木 亨 ２番 金子 孝博 

３番 中嶋 清 ４番 小菅 康男 

５番 染谷 一嘉 ６番 石井 保 

７番 吉田 達弘 ８番 岡田 長政 

９番 山﨑 日出男 １０番 小倉 節子 

１１番 水代 啓司  

推進委員 秋元 正 推進委員 小林 常男 

推進委員 増田 正美  

    

６ 欠席委員・推進委員（委員０名/推進委員０名） 

  

７ 書記名    副主査   斉藤 恒夫 

 

８ 事務局    事務局長          恩田 一成 

事務局次長      染谷  晃 

事務局事務員       小田  嵩 

 

９ 会議目次 

( 1 ) 議案第 28号 農地法第３条の規定による許可申請について ··········································  1 

( 2 ) 議案第 29号 農地法第５条の規定による許可申請について ··········································  3 

( 3 ) 報告第 17号  生産緑地買取り申出による農業従事者への斡旋について ···················  7 

( 4 ) 報告第 18号  合意解約の通知について ··················································································  7 

( 5 ) 報告第 19号  転用許可に伴う工事完了の報告について ···················································  8 

( 6 ) 報告第 20号  専決処理の報告について ··················································································  8 

 

 



1 

 

▲開会 午後３時００分 

○水代議長 それでは、ただ今から令和２年第６回流山市農業委員会総会を開会いた 

します。 

ただいまのところ出席委員は１１名中１１名で定足数に達しておりますので、会議は

成立していることをご報告いたします。 

また、農地利用最適化推進委員より３名出席していることをご報告いたします。 

次に、本日の総会の議事録署名委員の指名を行います。 

流山市農業委員会会議規則第１４条第１項に規定する議事録署名委員ですが、

議長から指名させていただくことにご異議ございませんか。 

（異議なしの声あり） 

○水代議長 異議なしと認めます。 

７番 吉田委員、８番 岡田委員を指名いたします。 

次に、会議書記の指名を行います。 

本日の会議の書記として、斉藤副主査を任命いたします。 

次に、本日の総会の議案につきまして、事務局より説明をお願いします。 

染谷次長。 

◎染谷次長 お手元に配布させていただきました議案書を２枚めくっていただき、この

議案書の「会議目次」をご覧いただきたいと思います。 

本日、ご審議いただく案件につきましては、議案第２８号「農地法第３条の規定によ

る許可申請について」と議案第２９号「農地法第５条の規定による許可申請について

（恒久転用）」の２議案について、ご審議いただきたいと思います。 

また、報告事項といたしましては、報告第１７号「生産緑地買取り申出による農業従

事者への斡旋について」から報告第２０号「専決処理の報告について」を報告させて

いただきます。 

説明は、以上です。 

よろしくお願いいたします。 

○水代議長 ただいまの説明について、何かご質問ございますか。 

（なしの声あり） 

○水代議長 なしと認めます。 

これより議事に入ります。 

 

○水代議長 議案第２８号「農地法第３条の規定による許可申請について」を議題とい

たします。 

議案の説明を求めます。 

染谷次長。 

◎染谷次長 議案書の１ページをご覧ください。 

議案第２８号 

農地法第３条の規定による所有権移転の許可申請について 
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次のとおり、許可申請があったので審議を求める。 

令和２年６月１０日提出 

今月の申請は３件です。 

はじめに、１番と２番の権利者は同一であるため一括してご説明いたします。権利

者は、流山市南の方で、職業は兼業農家です。 

申請がありました土地は、流山市西深井の田２筆 面積１，８６７平方メートルです。 

申請事由ですが、耕作意欲を高めるため、家族内で贈与するものです。 

議案案内図につきましては、１ページと２ページにございますので、併せてご参照

ください。 

次に、３番の権利者は、柏市中央町に住所を有する農地所有適格法人です。 

申請がありました土地は、流山市平方の現況畑２筆 面積１，２２６平方メートルで

す。 

申請事由ですが、農業経営規模の拡大のため、売買にて取得するものです。議案

案内図については、３ページにございますので併せてご参照ください。 

今月の農地法第３条許可申請は以上です。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○水代議長 本案について、担当委員会から審議結果について報告を求めます。 

小倉委員長。 

◎小倉委員長 議案第２８号「農地法第３条の規定による許可申請について」ご報告い

たします。 

今月の案件は３件であります。 

本案については、現地調査及び権利者からのヒアリングを行い審議いたしました。 

はじめに、１番と２番についてですが、権利者が同一のため、一括してご報告いた

します。 

申請地につきまして、前方の地図でご説明いたします。申請地は、東武線運河駅

の西約２キロメートルに位置している田２筆で、面積は１，８６７平方メートルであります。 

申請理由につきましては、両親が高齢であること、営農意欲向上のため贈与により

所有権を取得するものです。 

申請地の田は、投影している写真のとおり、田植え済みの状態でした。 

次に、権利者の営農状況でございますが、権利者の耕作面積は約１ヘクタールで、

農業従事者は４名です。今後、申請地を含め、引き続き耕作を続けていきたいという

ことでございます。 

以上のことを基に審議いたしましたところ、議案の１番と２番については、労働力の

確保及び農業の効率的利用の確保が図れること、また、農地取得下限面積を超えて

いることなどが確認できており、農地法第３条第２項の不許可要件には該当しないた

め、全会一致をもって、許可相当という結論に達しました。 

続いて３番ですが、申請地は、東武線運河駅の南西約１．７キロメートルに位置し

ている現況畑２筆 面積１，２２６平方メートルであります。 
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申請理由につきましては、経営規模拡大のため売買により所有権を取得するもの

です。 

売買価格については、全体で３，０００万円とのことでした。 

申請地の畑は、投影している写真のとおり、耕起済みの状態でした。 

権利者は、農地所有適格法人として、報告書を提出している法人です。 

法人の概要についてですが、事業内容は、農産物の生産・販売、農業コンサルタ

ント等で、現在、我孫子市等で事業を展開している法人です。 

ここ３年間の年商は約６，０００万円前後とのことです。 

次に、権利者の営農状況ですが、権利者の耕作面積は、流山市内で約０．２ヘク

タール、我孫子市内で約０．７ヘクタール耕作を行っているとのことで、農業従事者は

パート等を含めると全体で７名程度とのことです。 

権利移転後の作付計画につきましては、菊芋やヤーコンを考えているとのことでし

た。 

この法人は、平成３０年１０月に流山市内の農地約０．２ヘクタールの所有権移転

について農地法第３条の許可を得ています。 

そこで、流山市内での営農状況についてヒアリングを行ったところ、耕作状況や保

有機械などについて明確に回答できない部分が多く、取得農地を含め、すべての農

地を効率的に耕作できるかについて、小委員会では判断できない状況でした。 

そのため、議案の３番については、農地法第３条第２項第１号の「全部効率利用要

件」について、状況を説明できる従業員にお越しいただき、ヒアリングを行う必要があ

ると認められたため、全会一致をもって継続審査という結論に達しました。 

以上でございます。よろしくご審議をお願いいたします。  

○水代議長 ありがとうございました。 

これより、本案に対する質疑に入ります。 

質疑をお持ちの方は、挙手をお願いいたします。 

（なしの声あり） 

○水代議長 質疑なしと認めます。 

これより採決を行います。 

議案第２８号の１番と２番については許可することに、３番については継続審査とす

ることに賛成の方は挙手をお願いいたします。 

挙手、全員であります。 

よって議案第２８号の１番と２番については許可することに、３番については継続審

査とすることに決定いたしました。 

ありがとうございました。 

 

○水代議長 議案第２９号「農地法第５条の規定による許可申請について（恒久転用）」

を議題といたします。 

議案の説明を求めます。 
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染谷次長。 

◎染谷次長 議案書の２ページをご覧ください。 

議案第２９号 

農地法第５条の規定による許可申請について(恒久転用) 

次のとおり、許可申請があったので審議を求める。 

令和２年６月１０日提出 

今月の申請は２件です 

はじめに、議案の１番ですが、権利者は流山市西深井に住所を有する農地所有適

格法人です。 

申請がありました土地は、流山市西深井の畑２筆 転用面積９４９平方メートルです。 

転用目的につきましては、農業経営に必要な駐車場を整備するため、今回、申請

がなされたものです。 

この申請地の案内図と計画図につきましては、議案案内図の４ページと５ページに

ございますので、併せてご参照ください。 

つぎに、議案の２番ですが、権利者は印旛郡栄町に本拠をおき、柏市内に事務所

をおく運送業を営む法人です。 

申請がありました土地は、流山市駒木の畑２筆 転用面積３，７２１平方メートルで

す。 

転用目的につきましては、近隣で運送業を営む事業者が、運送用トラックの駐車

場を整備するため、今回、申請がなされたものです。 

この申請地の案内図と計画図につきましては、議案案内図の６ページと７ページに

ございますので、併せてご参照ください。 

ご説明は、以上です。よろしくお願い申し上げます。 

○水代議長 本案について、担当委員会から審議結果について報告を求めます。 

小倉委員長。 

◎小倉委員長 議案第２９号「農地法第５条の規定による許可申請について」ご報告い

たします。 

今月の案件は、恒久転用によるものが２件であります。 

本案についても、現地調査と権利者及びその関係者からのヒアリングを行い審議

いたしました。 

はじめに、１番についてご報告いたします。 

申請地につきまして、前方の地図でご説明いたします。 

申請地は、東武線運河駅の南西約１キロメートルに位置し、周囲は小規模な畑と

住宅や資材置場が混在している『農業公共投資の対象となっていない小集団の生産

性の低い農地』として、第２種農地と判断いたしました。 

移転の原因は賃貸借で、転用目的は駐車場を整備しようとするものでございます。 

権利者は、流山市西深井に本店を置く株式会社で、平成２８年に設立され、現在、

農地所有適格法人として、周辺にて営農しています。 
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申請理由については、周辺の農地を中心に営農しており、従業員や直売の来客

用を中心とした普通車９台分と社用車等の一時駐車スペースの駐車場を整備するた

め申請がなされたものです。 

なお、申請地については、これまでも農地として利用集積計画で貸借していた土

地の一部で、土の状態のままですが一時的に駐車等をしていたこともありましたが、

自主的に是正し、駐車場として申請したとのことです。 

次に、前方の土地利用計画図で事業計画の概要についてご説明いたします。 

竹のチップで舗装する計画です。 

土砂等の流出対策については、特段ありませんが、隣接農地より申請地の方が低

いため流出はありません。 

また、排水対策については、雨水は自然浸透とし、汚水及び雑排水は発生しない

とのことでした。 

次に、申請地の現況につきましては、写真のとおり申請地周辺につきましては、北

側は道路、その他は畑となっています。 

次に、資金計画ですが、賃料は年間約３０万円で、整備費が約１９万円で、全額自

己資金で賄うとのことです。金融機関発行の残高証明書が添付されています。 

次に、他法令につきましては、該当がありません。 

つづいて、２番についてご報告いたします。 

申請地につきまして、前方の地図でご説明いたします。 

申請地は、つくばエクスプレス線流山おおたかの森駅の北東約１．７キロメートルに

位置し、周囲は小規模な畑と山林や住宅等が混在している地域のため『農業公共投

資の対象となっていない小集団の生産性の低い農地』として、第２種農地と判断いた

しました。 

移転の原因は売買で、転用目的は駐車場を整備しようとするものです。 

権利者は、印旛郡栄町に本店を置き、柏市十余二に事務所を置く株式会社で、昭

和２９年に設立されています。 

事業内容は、貨物自動車運送業等で、ここ３年間の年商は１８億円から１９億円前

後で推移しているということです。 

申請理由についてですが、申請者は、現在、柏市高田に駐車場を借りていますが、

前面道路が狭く大型トラックの出入りが困難であることや、今後の事業拡大に必要な

車両を停めるスペースがないため、周辺で駐車場用地を探していたとのことです。 

今回、柏市十余二の事務所からも近く、前面道路が県道に面した申請地及びその

隣地の山林に、計５４台のトラック用駐車場を整備するため申請がなされたものです。 

次に、前方の土地利用計画図で事業計画の概要についてご説明いたします。 

場内は砕石で舗装し、出入り口部分はアスファルト舗装とする計画です。土砂等の

流出対策については、周囲にコンクリートブロックやプレキャスト擁壁による土留めを

設置し流出を防ぐ計画です。 

また、排水対策については、雨水は砕石舗装による自然浸透とし、出入口部分に
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はグレーチングによる横断側溝と浸透式集水桝を設置します。なお、汚水及び雑排

水は発生しないとのことでした。 

次に、申請地の現況につきましては、写真のとおりで、申請地周辺につきましては、

北側は山林、東側は県道、南側は駐車場、西側は樹木を挟んで農地となっています。 

次に、資金計画ですが、土地価格は約１億６千万円で、整備費が約３，０００万円

で、全額自己資金で賄うとのことで、金融機関発行の残高証明書が添付されていま

す。 

次に、他法令につきましては、該当はありません。 

なお、現在の柏市高田の駐車場にはプレハブがあるため、今回の申請地にも建て

るのか確認したところ、建てる予定はなく、近隣で事務所を確保する予定とのことでし

た。 

併せて、申請者には、当該地は調整区域のため、建物は原則建築できないこと、

建築できるものであっても、都市計画法の手続きが必要であることを説明したところで

す。 

以上、権利者及び申請関係者からのヒアリングや現地調査を基に、農地法第５条

の許可基準である「立地基準」や申請目的実現の確実性、周辺農地への影響、資金

力、他法令の許可の見込みなどの「一般基準」に基づき審査を行ったところ、本案に

ついては許可基準に適合していると認められたため、全会一致をもって許可相当と

いう結論に達しました。 

以上でございます。よろしくご審議をお願いいたします。 

○水代議長 ありがとうございました。 

これより、本案に対する質疑に入ります。 

質疑をお持ちの方は、挙手をお願いいたします。 

ご質問ございませんか。 

（なしの声あり） 

○水代議長 私から、事務局に１点お聞きします。 

１番の事業者についてですが、耕作する農地は全て賃貸借ですか。購入してはい

ないですね。 

◎事務局（染谷次長） はい、賃貸借です。 

○水代議長 そうすると、農地の賃貸借と本議案の駐車場の賃貸借とでは、用途が異

なるので賃借料も変わってくると思いますが、そういうところの検討はありましたか。 

◎事務局（染谷次長） 議案１番の申請地の年間賃借料については、１平方メートル当

たり３１６円とのことです。 

○水代議長 （単位当たり）いくらですか。 

◎事務局（染谷次長） 年間約３０万円です。 

○水代議長 農地ですと、１反当たり約２１，０００円ですから、この額は駐車場としての

額ですね。判りました。 

他に、ご質問ありませんか。先ほどはございませんでしたね。 
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質疑なしと認めます。 

これより採決を行います。 

議案第２９号について、許可することに賛成の方は挙手をお願いします。 

挙手、全員であります。 

よって議案第２９号については、許可することに決定いたしました。 

ありがとうございました。 

 

○水代議長 次に、報告第１７号「生産緑地買取り申出による農業従事者への斡旋に

ついて」報告を求めます。 

染谷次長。 

◎染谷次長 議案書の３ページをお開きください。 

報告第１７号 

生産緑地買取り申出による農業従事者への斡旋について 

生産緑地法第１３条の規定による農業従事者への斡旋依頼が、次のとおりあった

ので報告する。 

令和２年６月１０日報告 

斡旋依頼がありました土地は、流山市西平井の畑１筆 面積８０６平方メートルで、

本年４月総会の議案第１９号「生産緑地に係る農業の主たる従事者についての証明

願」でご承認をいただきました方の農地であります。 

議案案内図につきましては、８ページになりますので、ご参照いただきたいと存じま

す。 

今後、買取り申出から３か月後、令和２年７月１６日までに買取りの申し出がなかっ

た場合に、生産緑地地区の行為の制限が解除されることになります。 

今月の生産緑地の買取り申出についてのご報告は、以上です。 

よろしくお願い申し上げます。 

○水代議長 ただいま報告がありましたが、ご質問、ご意見がございましたら承ります。 

（なしの声あり） 

○水代議長 特にないようですので、次に進みます。 

 

○水代議長 次に、報告第１８号「合意解約の通知について」報告を求めます。 

染谷次長。 

◎染谷次長 議案書の４ページをご覧ください。 

報告第１８号 

合意解約の通知について 

農地法第１８条第６項の規定により、次のとおり通知があったので報告する。 

令和２年６月１０日報告 

合意解約が行われました農地は、流山市西深井にあります畑２筆 面積９４９平方

メートル 合意解約通知書の受付日は令和２年５月２１日であります。 
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議案案内図につきましては、９ページにありますのでご参照ください。 

今月の合意解約の報告は以上です。よろしくお願いいたします。 

○水代議長 ただいま報告がありましたが、ご質問、ご意見がございましたら承ります。 

（なしの声あり） 

○水代議長 特にないようですので次に進みます。 

 

○水代議長 次に、報告第１９号「転用許可に伴う工事完了の報告について」報告を求

めます。 

染谷次長。 

◎染谷次長 議案書の５ページをお開きください。 

報告第１９号 

転用許可に伴う工事完了の報告について 

農地転用許可に伴う工事完了を確認したので報告する。 

令和２年６月１０日報告 

報告の１番から３番につきましては、今年１月の総会で審議がなされ、１月２０日付

けで許可となった農地造成による一時転用案件であります。 

案内図及び土地利用計画図については、議案案内図の１０ページと１１ページに

ございます。 

また、本件につきましては、先月５月７日に中嶋委員、染谷委員にご確認をいただ

きました。 

最後に、現地確認した際の写真につきましてスライドにしておりますので併せてご

参照ください。 

今月の転用許可に伴う工事完了報告は以上です。 

よろしくお願いいたします。 

○水代議長 ただいま報告がありましたが、ご質問、ご意見がございましたら承ります。 

（なしの声あり） 

○水代議長 特にないようですので次に進みます。 

 

○水代議長 次に、報告第２０号「専決処理の報告について」報告を求めます。 

染谷次長。 

◎染谷次長 議案書の６ページをお開きください。 

報告第２０号 

専決処理の報告について 

流山市農業委員会事務局規程第７条第１項の規定により、次のとおり専決処理し

たので、同条第２項の規定により報告する。 

令和２年６月１０日報告 

最初に、１の農地法第４条第１項第８号の規定による届出について報告いたします。 

今月の農地法第４条の届出の報告は、９件 １３筆 面積４，４７９．６１平方メートル
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です。 

添付書類も含め完備しておりましたので、事務局長専決により書類を受理いたしま

した。 

次に、２の農地法第５条第１項第７号の規定による届出です。 

今月の農地法第５条の届出の報告は、３３件 ２３３筆 面積１２５，４１１．０６平方メ

ートルです。 

添付書類も含め完備しておりましたので、事務局長専決により、書類を受理いたし

ました。 

続きまして、議案書の７ページをお開きください。 

今月報告の農地法第４条・第５条届出の集計表を記載しております。 

第４条につきましては、住宅用地が６件 道水道用地が１件 その他の建物施設用

地が２件 計６件の届出がありました。 

第５条につきましては、マンションの区分所有を除く住宅用地が２８件、マンション

の区分所有が５件の計３３件の届出がありました。 

今月の専決処理の報告は以上です。よろしくお願いいたします。 

○水代議長 ただいま報告がありましたが、ご質問、ご意見がございましたら承ります。 

（なしの声あり） 

○水代議長 特にないようですので、次に進みます。 

以上をもって、本日の定例総会に付議されました案件は、すべて議了いたしました。 

これをもって、令和２年第６回流山市農業委員会総会を終了いたします。 

慎重審議をいただきありがとうございました。 

 

△閉会 午後３時３２分 

 

この議事録は、真正であることを認めて署名する。 

令和２年６月１０日 

 

流山市農業委員会長                      

 

流山市農業委員会委員    

 

流山市農業委員会委員                      

 


